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世界のメガトレンドとHPの成長戦略
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シリコンバレー発祥の地で創業を開始したグローバル企業であるHPは今年80周年という節目を迎えた。
2018年度の業績においても「全地域、全製品が成長」し、総合的には売上は6.4兆円、成長率にして12％、
利益は4600億円という好調を維持している。
この背景には、主要なビジネス領域であるPC/プリンターに慢心することなく、次なる成長戦略に向けて、
3Dプリンターや商業産業印刷のデジタル化など様々な取組みへチャレンジする企業文化が存在する。
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HPが掲げるビジョン【Keep Reinventing】
歴史を振り返ると、世界初のデスクトップPC/インクジェットプリンターなど、今までに無いものを作り続
ける、その取組みが顧客から評価され、そして選ばれるメーカーになっていく。その姿は現在も脈々と受
け継がれており、近年の日本HPにおいても業界平均の成長率以上の成長を維持し続ける原動力となってい
る。

HPのイノベーションアプローチは、いくつかに分類される。１つは今市場に存在する製品の性能や使いや
すさをさらに向上させるといった「進化」というアプローチ。次に、3～5年先を見据え、製品開発グルー
プとHP Labs（ HPが世界に拠点をおく研究施設）との連携による応用研究に取組む「革新」というアプロー
チ。さらに、5年以上先、10年、20年以上先になると、既存のテクノロジーの延長線上というアプローチで
はなく、どのような分野にHPとして投資すべきか、顧客のニーズに合う分野のテクノロジーは何か？これ
からの創造的なテクノロジーの投資分野を定めるために「メガトレンド」を追っている。
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「急激な都市化」は、2030年に1億人規
模の都市が世界に41生まれ、2050年ま
でに世界の都市居住率が70％になるだ
ろうなどの予測。ものを持つことに価値
があった時代から、何でもある都市で、
それほど資産を持たなくてもものやサー
ビスをシェアする時代に世界の流れが変
わることが、都市化のキーになるだろう。

メガトレンドとは、今後30年、50年規模で世界の動向を予測した上で作られる「創造的な研究分野を定め
るための指標」のこと。「HPの歴史はイノベーションの連続によって作られてきた」と言える。そして、
そのイノベーションを支えてきた背景にこのメガトレンドがある。

今回紹介するメガトレンドは「急激な都市化」、「人口動態の変化」、「超グローバル化」、「加速する
イノベーション」の4つである。

「人口動態の変化」では、少子高齢化が
世界規模でより深刻化していくことが予
想される。2030年には60歳以上の人口
が14億人になり、就業人口の3割は55歳
以上になる。医療が大きなテーマになる
中で、高齢者でも力を発揮できるビジネ
スや、それを支えるテクノロジーが必要
になるだろう。一方で1996年以降に生
まれた「Z世代」と呼ばれる層も登場す
る。彼らはスマートフォンやSNSを使い
こなすのが当たり前の世代であり、収入
レベルを選びながら仕事を変える働き方
が前提となる可能性もある。「本当にオ
フィスは必要なのか？」など、今一度ビ
ジネスを根本から見つめ直すことが重要
だろう。
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これら、メガトレンドで語られる2030年、2050年は決して先の話ではなく、常にアンテナを張り巡らせて
おくことが大事といえるだろう。

「超グローバル化」では、今まさに起き
ている例として毎年143,000社が世界を
相手にインターネット関連事業を立ち上
げていることなどが挙げられる。イン
ターネットビジネスは今後も加速し、事
業の境目に国境は関係なくなる。世界の
競争相手が次々デジタルベースに活動を
変えていく中で、古いビジネスのやり方
は壊さなくてはならない。

「加速するイノベーション」では、
2020年に導入予定のモバイル通信方式
「5G」によって通信速度が今の66倍に
なることが例として挙げられる。世界が
自動化の方向に進むだろうとした。製造
分野では、3Dプリンタが登場したこと
で、金型がなくてもデータさえあれば簡
単に商品を製造できるようになった。同
じように、通信のインパクトによって
「何でも安く、はやくなるだろう」とい
う変化だ。


